
 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
【薬物乱用防止】 
◯日本でも、低年齢化する大麻や合成麻薬・覚せい剤な
どの禁止薬物乱用の根絶が喫緊の課題となっています。 
今回、３年生に実施した薬物乱用防止教室は、生徒が

依存性薬物を使用してしまうきっかけそのものを除いた
り、きっかけとなる誘因を避ける、あるいは拒絶するこ
とができるようになることを目標としています。 
薬物乱用は限られた人や特別な場合の問題ではなく、

誰にでも起こり得る問題だということ、 乱用される薬物
は 
。 

 

学校だより 令和６年５月３０日発行 

(通巻５３４号) 

留寿都村立留寿都中学校 

文責：佐土 登志男 

 

学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

  

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳の発達は胎児期から成人期まで続きますが、

特に幼少期（0～3 歳）と学童期（3～12 歳）が

重要な時期とされています。 

 

〇出生から 2 歳まで 

生まれたばかりの赤ちゃんの脳は約 1000 億個

のニューロンを持っており、この時期にシナプス

の形成が急速に進行します。最初の数年間で、脳

は経験を通じて大量のシナプスを形成し、神経回

路が作られます。 

〇3 歳から 5 歳 

脳の各領域間の接続が強化され、複雑な認知機

能が発展します。 

★6 歳から 12 歳 

学習や経験に応じて脳の構造と機能がさらに細

分化されます。論理的思考や計画、自己制御が向

上します。 

★12 歳から 18 歳 

意思決定や感情制御が成熟します。シナプスの

刈り込みが進み、神経ネットワークの効率が向上

します。思春期にはホルモンの変化も影響を与

え、脳の構造と機能に重要な変化が生じます。 

〇18 歳以降 

脳の発達は継続しますが、若年期ほど急速では

ありません。成人期には、学習や経験を通じて神

経可塑性が維持され、新しいスキルの習得や適応

が可能です。しかし、加齢に伴い脳の可塑性は

徐々に低下していきます。 

 

この期間における経験は、神経ネットワークの

形成と脳の健康にとって非常に重要です。したが

って、子どもの発想力を育てるには豊かな環境と 

多様な経験を提供することが、健全な脳の発達

を支える鍵となります。 

 

子どもの発想力を守り、さらに育てるために

は、創造性を奨励し、自由な思考を促す教育が

必要です。以下に、そのための具体的な教育方

法があります。 

 

探究学習（Inquiry-Based Learning） 

子どもが自ら疑問を持ち、興味を追求するこ

とを奨励する探究学習は、発想力を伸ばすのに

非常に有効です。教師は子どもの質問やアイデ

アを尊重し、自主的な学習をサポートします。 

 

プロジェクトベース学習 

（Project-Based Learning） 

実際の課題やプロジェクトを通じて学ぶ方法

です。これにより、子どもは問題解決能力や創

造的な思考を実践的に磨くことができます。プ

ロジェクトはチームで行うことで、協力して新

しいアイデアを生み出す力も育まれます。 

 

失敗を受け入れる環境の構築 

失敗を恐れずにチャレンジできる環境を整え

ることが大切です。失敗を学びの一部と捉え、

どのように改善するかを考える姿勢を育てるこ

とで、創造性が伸びます。 

 

本校ではこれらの方法を組み合わせて、子ど

もの発想力を生かし、さらに伸ばす教育環境を

整えていきたいと思います。 

 

大人が子どもの創造性を尊重し、支援する姿

勢をち、留寿都の子どもを育てていきましょ

う。 



４月２３～２５日 ３年生修学旅行 

朝早い時間から、保護者の皆様に見送られて元気に出発
しました。今回は、東北地方の地域探求学習を行い、秋田
県をメインにそれぞれのテーマに沿って研修を行いまし
た。初めて北海道を離れた生徒、新幹線や飛行機（プロペ
ラ機！）に乗って興奮する生徒、留寿都と違う街並みや気
候風土、文化、郷土料理、すべてが新鮮で何より友達と過
ごす時間が楽しくてあっという間の２泊３日だったよう
です。研修の内容は１
７日（金）の発表会で
保護者の皆様にお伝
えすることができま
した。保護者の皆様に
は、準備や送迎などご
協力いただきありが
とうございました。今
後の学習に生かして
いきたいと思います。 

栄養教諭 酒井さんのお話し 

 留寿都の給食を考えてくださる栄養士の酒井さんが来

校し、給食の時間を使って学年に合わせたお話をしてくれ

ました。２年生では、食事のマナーについて教えていただ

きました。ついついや

ってしまいがちだけれ

ど、良く考えるとマナ

ー違反。「あーやって

る！」「それはだめだ…」

大人も気を付けなけれ

ばいけませんね。 
 

５月１３日(月) 生徒総会 

今日は、１時間目に全校集会、

６時間目に生徒総会があり、生

徒会が大忙しの１日でした。議

長には、３年生の佐々木さん、

２年生の竹内くんが選出され、

今年度前期の議案審議がスタートしました。会長の工藤さ

んからは「今日の生徒総会は集中して臨んでほしい」とお

話しがあり、初めて参加する１年生も緊張感をもって各委

員会からの説明を聞いていました。生徒会書記局からは、

新たな試みとして、生徒の意見を聞く

ための「もしも BOX」の設置が示さ

れ承認されました。また、後期に向け

て規約の改正など、盛りだくさんの内

容となりました。各委員会の活動目標

は下記の通りです。 

○生徒会書記局 会長：工藤希美さん 

「全校交流会や様々な行事を通してた学年とのかかわり

を深めよう」 

○生活常任委員会 委員長：藤野優莉さん 

「みんなが元気に学校生活をすごせるように活動しよう」 

○学習常任委員会 委員長：清水梨久くん 

「みんなが集中しやすい環境をつくり、成績が上がるよう

にサポートしよう」 

○図書常任委員会 委員長：竹田透吾くん 

「みんなが本を読む習慣をつけれるようにしよう」 

○放送常任委員会 委員長：遠藤優太くん 

「聞き取りやすい声でみんなが楽しめる放送にしよう」 

○保体常任委員会 委員長：板垣さくらさん 

「みんなが健康にすごせる活動をしよう」 

各部の活躍 

第39回会長杯争奪 

後志中学校卓球大会 

女子団体第３位 

よく頑張りました。おめでとう! 

【生徒一人ひとりが課題探求する学びへ】 

３年生社会科の授業では、「大正時代」について学び、得た知識を

生かしながら更に深く調査し、グルー

プでまとめて発表しました。驚いたの

は、グループの中で個々がテーマを持

ち、一つのスライドを共有してプレゼ

ン資料を作っていたこと。当たり前の

ようにタブレットを使いこなし、自分

の考えを交えて発表していました。 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 土 体育大会 × × 12:30  

2 日 小樽後志陸上選手権     

3 月 振替休業     

4 火 全校集会 ○ ○ 15:30 17:30 

5 水 眼科検診(全学年) ○ ○ 15:30 17:30 

6 木 部活動休養日 × ○ 15:30  

7 金  ○ ○ 15:30 17:30 

8 土 全日本野球大会予選(倶知安)～９日     

9 日      

10 月  ○ ○ 15:30 17:30 

11 火  ○ ○ 15:30 17:30 

12 水  ○ ○ 15:30 17:30 

13 木 部活動休養日 × ○ 14:30  

14 金 中体連壮行会6h ○ ○ 15:30 17:30 

15 土 小学校運動会     

16 日      

17 月 ハイパーQU検査(全学年) ○ ○ 15:30 17:30 

18 火  ○ ○ 15:30 17:30 

19 水 中体連卓球大会① ○ ○ 13:30 15:30 

20 木 中体連卓球大会② ○ ○ 13:30 15:30 

21 金 部活動休養日 × ○ 15:30  

22 土 通信陸上大会～23日     

23 日      

24 月  ○ ○ 15:30 17:30 

25 火  ○ ○ 15:30 17:30 

26 水  ○ ○ 15:30 17:30 

27 木 代表委員会 部活動休養日 × ○ 15:30  

28 金 前期常任委員会 ○ ○ 15:30 17:30 

29 土 中体連陸上大会 中体連野球大会①     

30 日 中体連野球大会②     

給 

食 

部
活
動 

６月行事予定 


